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本道 に於ける 枝條被覆 の 効 

果に就て

I.緒 言

枝條被覆 に 關 して は 旣に內 外 の諸家 によ って 或程度迄研究せ ら 

nれ、其の効果か唱導せられて居るが、本道では未だ試驗せられたも 

のが無いのて本道主要樹種の トド マ ッ に就て昭和 5 年以求引績 9 ﾡ 

察した大要を述べて一般の參考に供したいと思ふ。

H.試驗地の槪況並試驗の設定

舊廳舍附近の林外苗圃跡地 と 林內第 9 林班疎開地と の何れ も極め 

て重粘な る埴土地 を選んで施行 した。供試苗は 5 年 2 同床替苗のﾡ 

部形態の正常な ものの中から高さによ り20-29cm, 30--39cmの2種
に分け、林內外に 900 本宛植栽 した。 (第1式)

林 内 外 林 内 林 外

商 税 20-29cm 30 - 39cm 20-29cm 30-39cm

木 250 200 250 200

林内區にては保保樹として濶葉樹の適當量を殘存せしめた。被覆 

に供しなのは トドマッの枝催てﾡ3cm内外の未だ殆んどﾡ朽しない 

皮附の % の を植栽木の根元 50em 方形に配置 しな。植栽木の間隔は 

1.80m,横べは優40em内外、植付は當場案出の特殊の方法によ つた 

るのてある。

III. 試験成績



1. 枝條被覆 と 植栽木の生長

稚飾個體間の優先比ﾡの要素を何に依ﾡすへ合かを淡定するて と 

は相當困難な こ とであるが、本試験ても大ﾡHesselink氏、Schwa- 
ppach氏、weissker氏等の探用しね比ﾡ要素を参考として上仲、肥 

大生長量(毎年10月に測定)、葉の形相(葉長、葉厚、葉ﾡ、葉色, 

葉) 及び根系等によ り比ﾡした。

a. 上伸生長

新條基部 よ り 梢頭に到 る實長 を以て當年度の上伸生長と見做 し之 

と樹高に對する 百分事とにて比帔した。算術平均値を求めて表示す 

れば第2表の如し。

第2表によ う 林外區に於ける 苗種 20-29cm の ものに就き植栽後 

第1年目の結果を見るに被覆地は無被覆地に比して伸長曼平均値に 

て1.6419士0.005cm,同百分率にて19.26%、樹高生長にて491%勝 

b、變化係數は後者が前者 よ り大てある。面して同じ傾向がﾡ種30 
-39cm のものにて も見 ら るるが又林内の ものに就て も同 じてある。

以上によ って枝條被覆が植栽後第 1年目に既に効果を示す乙 とが 

知らるる。然 し乍 ら此等の数値は獨逸の砂土林地に於て行はれた諸 

氏のKiefer及びFichteの被覆結果に較ぶれば遙かに小である。是 

は樹種、土壌性等の相違に も よ る が又比較年次の相違に も よる もの 

て第 2 年目の結果では稍差が大な る事にて も 肯かる る。

伸長量平均値の變化係数が常に枝條被覆のものに於て小で無被覆 

の も のが大な る は後者に於て 各個體の分散度が大であ る か らてあ ら 

う。換言すれば後者に於て成績に極端に相違の存す るそと を示すの 

てある。次に林内外兩地に於ける枝條被覆の効果を對効する に林內 

の場合は林外の場合に比して遙かに小である。之は勿論林內外の土 

壊並に環境因子の相違が被覆効果の上に反映 しな も のてあ ら ラ。

次に植栽後第 2 年目の結果を見るに林内外, 苗種の總ての場合を 

通じて前年度と同一傾向を示す も其の効果は初年度に比 し稀大で、 

是は根系の恢復、土壊條件の好變及び新環境への適應性等による結 

果と想はるる。

植栽後第 3年目 の結果 も第2年目 の結果 と 同似の傾向 を示すが、 

仲長量卒均ﾡﾡ位は前年度に比し却て利小なるを示す。植栽後第4 
年目の結果も亦略同様の傾向を示すが、此は年次の經過に伴ひ根系 

の發逹、被覆地積等の關係と相關して被覆効果の上に特徴を示すも 

のと 思料せ ら るるのである。兎に角枝條被覆の効果は Naumamn 氏 

の Jamlitz 国林に於ける試験ては8年間艦績したとしてゝるが本 

試験の精果てもﾡくとも4 年以上継績 し、其の効果の最大は第 2 年 

口 に於て 現 はれて 第 3年目以降より は効果減退の徵が現は るるやう 

てある。

b. 肥太生長

新條基部の直徑之以て當該年度の肥太生長吊:と して植栽後 4 年間 

測定 (毎年10月) の精果を表示するに第3炎の如くにしてﾡて上仲 

生長の場合と 同 じ傾向を示 し、被覆せる もの は無被覆の もの に較べ 

て一般 に勝つ てる る。而 して 此の傾向 は又第 4 表 に掲 ぐ る 上伸生長 

と 肥太生長 と の 間に存す る 相 關比 にxつても 窺はれ る。

c. 葉の形相

葉の形相が環境因子によう變化する乙とは想像さるることで、林 

外町の標準木よ り 得た る葉の各比較要素 を調査の結果表示すれば第 

5表の如し。

葉長、葉幅、葉厚ともに被覆と無被覆との間に殆んど差異を認め 

ﾡい。之は観測體の小さい事に基因 する測定誤差の關係を考慮に入 

hばな ら。併し葉の質的關係に就て見る時生重量は前者が後者 

に對 して絕對値にて 0.2642gr. 百み分準にて7.80%勝り、葉色は前者 

が後者に對して稍濃綠色に近い狀態を示して居て、此の結果からす

2 3



れば被覆せるものが總體的に見て号養狀態が可良な り と して誤がな 

いやうである。

第5表 葉 の 形相 の 比較

比 製 要 被 覆 無 彼 覆

菓 長 平 均 w
(Inm)

2.049 ±0.0167 2.042 ± 0.0227

同 標準 偏. 薬 0.495 +0.0118 0.672 +0.01602

葉 M 平
均 "

(mm)
0.131 ±0.0045 0.138 +0.0045

同

業

標 消 偏差

(mm)

0.0134+0.0003

0.0397+0.0011

0.01132± 0.0003

0.0375 +0.0010

楽

楽

正 (先 3.8865

濃綠色

3.6213

料色に近し

d. 根 系

根の形態 も個性に基 くは勿論てある が又外界の諸條件に 因 って も 

各相違があるべきて、從ひて被覆による 形態上への影響は明かに省 

3得らるる。植栽後2年目の秋、林外區に於て被覆、無被覆のもの 

よ ら標ﾡ木2本宛を選定してﾡ系の間査を行つね。其の結果 を表示 

すれば第 6,7表の如し。

第1次測根の場合表府よ り 下層に至る 各層を通じて被覆、無被覆 

共に本數には差異を認め難いが、全長では前者が後者に比して稍長 

い。第2次側根に就て見るに表ﾡ'0-6cm にては被覆せる ものは無 

被覆の もの に比し本數にて 6,38%、全長 にて 6.17%勝る も以下の 

各脣にては被覆、無被覆の間に一定の傾向若しくは差異を認め難い。 

又第 3 次側根に就て も交ル 0-6cm にて破覆せるもの136.42%、全 

長にて170.20%勝り、之を第2 次側根の 場合 に 比ﾡして本敷にて21. 
88倍、全長にて 27.03倍を示す。然るに之以下の各層になると第 2 

次側根に於けると同様、被覆、無被覆の間に何等一定の傾向若しく 

は差異と認めない。第4次側根も被班せるものが本敷にて 174,05% 
全長にて 86.88%勝ゝ、之を又第2次側根の場合に比ﾡすれ本敷 

cて 27.28 倍、全長にて 14.07 倍となり、又笫 3 次側根の場合に比 

較すれば前者は L28 倍、後者は0.51倍なるを示す。以上によ って枝 

條の被覆は表層特に0-6cmの細根の發達を促進せしめたものと謂 

0得 られ、枝條被覆が土壊理學性の上に好結果 を約束せる も のて、 

乙れは白澤保美氏以下の根系と土壌の理學性との關係によつても肯 

かるると乙ろである。

2. 枝條被覆 と 環城要素 と の關係殊に林木の生長促進に寄與す る 

因子の考祭

前項に於て枝條被覆が植栽木の生長に及ぼす影響に就て 確認す る 

ところがあつたが、其の原因について一應檢討するの要があらふ。 

Hornschauは Barenthoren に於ける枝條被覆の効果 を炭酸瓦斯に結 

び、I Meinecke は Albert 及び Naumann と同様に水分紙済に重さ を 

おいて炭酸問題は從風的に取扱ってある。勿論植物の生長促進の現 

象に就ては諸説があ う其の研究並に解決は仲々困難である。本試験 

にては枝條被覆と生長促進の關係を施業的な立場から観察する乙と 

として枝條被覆に直接關係の深いと思はるる土壌の理學性、水分經 

済及び地温等 に就て 檢計 して見た。

a. 土壌の理學的性質

植穴中の土壌の性質が植栽木の成育上に直接影響を及ぼす ことが 

明かな以上枝ﾡ被ﾡが本間閣にﾡれて考祭せ らるべ合は常然てある。 

彼 によ る 土壊理學性の推移 を t に て 比較す るに第8 表の如し。

第 a 表 枝條被覆 別 容氣量對容水景比率 (l/w)

ベノ内外 

ヽ％ 

Cm) _

植 穴 内 植 穴 外
平均

無被覆 
()

被 ﾡ 
(A)

A-B 今司*100 被 変 
(A2

A一B 今- X 100

0 —— 5 6.91 13.80 6.89 99.71 9.07 12.71 3.64 40.13 10.62

10- 8.66

20-——25 8.68 13.99 5.32 61.29 8.01 8.31 0.30 3.75 9.99

30 ——35 6.68 7.64 0.97 14.52 2.36 4.70 2.34 99.15 5.35
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植穴内ては各府共に破戦地の L/w が無被覆地に較べて大で最上府 

にあつて殊に著しい。乙れに よ つて枝條被覆が表層土壌の理學性に 

及ぼす 關係 を知 ること が出來 る。又同様の こ と が植穴外の ものにて 

も見らるる が前者に較ぶれば遙かに小であ る。是は前者が耕耘士壊 

であることに歸着するのである。

b. . 土ﾡの水分

土壌水分の量及び質が樹木の成育に關係深く、成長促進の原因 に 

も繋りがある のて、植生期間中の含水景及び有効水分の變化 を調べな 

が第9-10表の如し。

第 9 表か ら合水量の變化を見るに植穴の内外共にﾡﾡ地は無破種 

地に較べて遙かに勘い。同様の結果が亦第10表有効水分の季節的變 

化に於ても示されて居る。而 して 乙れは明かに表層土居の理學性が 

良好な状態に保持せ らるる乙と に 因る のてあ る。

地 温

枝條被覆は地表面に直接到達 する 陽光、降水を遮るのて、、、之に伴 

つて其の地域内の氣象因子就中地温等の變ることは想像に難く ない。 

昭和7年5月28日 よ り同年7月13日に到る間の毎日第6時、第10時、 

第14時の各時ﾡ測の結果を示せ第11表の如 し。

第11ぼ 環ﾡ別地 温 (C)

時 間 第6時 第14時 第 10 時

ミマ 
\m_ン 
一

植欠内 植 穴 外 械 穴 内 ﾡ穴外 ・植欠内 植 穴 外

無被孤 被覆 無被覆 ﾡ覆 無徴ﾡ 被覆 無被覆 獲覆 無破郡 ﾡ種 無被覆 ﾡ型

雨 15.98 15.72 16.30 16.02 18.33 16.65 17.25 16.43 17.33 16.30 16.93 16.33

13.98 13.80 14.27 14.00 16.46 14.79 15.06 14.57 15.54 14.25 14.87 14.04

晴 14.06 13.27 14.10 13.56 21.49 17.02 18.31 15.87 17.41 15.33 15.80 14.29

略同様の傾向 を示すが第 G 時の結果は前者に較ぶれば遙かに小であ 

るが、之は被覆地が夜間地熱の放散を保留する結果と思はるる。

Iv. 總 括

以上枝條被覆の効果に就て槪要を盡し得たが畢竟するに、生長促 

進の主因として植穴内の組織をして植栽當時の狀態を保有せしめ、 

無被覆の 場合に容易に 見る原狀態への復歸 を永く 防 ぐことが考へ ら 

れc. の精果は合水量及び地温の上に極端なる季衝的變化を許 ら 

すそとなく、(第9-10炎塗照) 亦土壌腐植の堆積 を促進せ しめ(第12 
表)炭酸泥斯の濃度をも昇ひることになる。然し乍ら此の効果は立 

地的映況にふつて必ずしも同一てな く、餘程趣を異にする場合があ 

り 得るのて、例へは林内外に見る秋戒効果の差異の如3て、即 ち林門 

のものが林外のものに枝べて大なる差異の現れないのは本來林内土 

壤の理學性が林外の も の に較べて勝 ること に歸着する か らてあ る。 

而 してヌ除り に腐植に富Uか或は水分の過剰な る所も却って惡い結 

巣をﾡすことに注意を要すべきてある。ﾡくの如く 枝 條被覆 は 地況 

林況の差異に よ つて自然効果の上に特殊性が現はるるため、之が應 

用に際しては細心の考厳を必要とする。殊に林床にアヲスゲ、クロ 

バー、 オーチャー ド等の如2 根系の厚く 緊密に尊延する所では植穴 

内の土壤と 枝條と を堅 く 結縛する 乙とになり、植救木を して深植と 

同様の結果に陷 ら しびるに到る。ﾡる所ては一定期後に枝ﾡを取 り 

除く ことなども常に考慮に加ふべ8てある。

第14時の結果にては被覆地は無被覆地に較べて遙かに低い。是は 

枝條被覆に よ る 陽光遮断の影響であ る。第10時及び第 6 時の結果 も
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第2表 被 覆 別 ト ドマ ッ植 栽木の上 伸 生 長 量

林 外

20～29cm 30～39cm

要\作- 獲 覆 無被覆
被覆 と 無秘 
ﾡとの差 被 W ﾡﾡ孤

算術平均 値 
(CI) 

概消偏 
(Cm) 

ﾡ異係ﾡ

木 数

10.213士0.201

4.633+0.142

45.360+1.639

246

8.564 ±0.196

4.513士0.138

52.696 ±2.015

242

稲野価
1.649士

0.005cm 
前者に当す 
ろ百分卒

19.26% 
前者の樹高生 
長にﾡすろ百 
分 4.91%

11.135±0.256

5.294+0.181

47.549±1.957

195

9.503+0.242

5.022 ±0.171

52.852士2.248

196

ﾡ術不均 価 
(Cm)

標準偏差 
(Cm)

ﾡ発係ﾡ

木 ﾡ

15.523±0.297

6.866+0.210

44.231 + 1.593

244

13.229+0.283

6.506+0.200

49.181+1.844

240

稲野価
2.294士

0.064cm 
前者に野す 
る百分卒

17.34% 
前者の樹高生 
長に到する百 
分率 4.90%

16.199士0.337

6.964± 0.277

42.989 ±1.723

194

13.561+0.339

6.825士0.239

50.331 士 2.164

185

術平均価 
(Cm)

標 準 偏 差
(Cm)

県係ﾡ

木 製

23.264±0.429

9.893±0.303

42.523±1.417

242

21.967+0.406

9.162±0.287

43.490± 1.599

232

稲野価
2.197±

0.023cm 
前者に到す 
ろ百分

10.43% 
前者の樹高生 
長にﾡすろ百 
分 3.242%

23.818+0.468

9.410士0.331

39.503 ±1.591

184

21.585 ±0.439

8.836±0.312

40.935土1.663

184

算術不均 価
(Cm)

標準偏差
(Cm)

ﾡ異係ﾡ

木 数

32.535± 0.490

11.152 土 0.346

34.223土 1.180

236

31.228士0448

10.107+0.317

32.365±1.115

232

絶野価
1.357+

0.042cm 
前者にﾡす 
る百分率

4.35% 
前の樹高生 
長に到する百 
分楽 1.37%

34.032士0.513

10.317+0.363

30.324士 1.160

184

32.120 士 0.526

10.500土0.372

32.690± 1.277

181

林 内 価

20～29cm 30～39cm

ﾡ種と無ﾡ 
種との塗

被 孤 無 被 ¥
ﾡ平とﾡﾡ 
ﾡとの※ 無祉覆

ﾡ種と無秋 
との送

砲郵
1.632士

0.014cm 
前者に到す 
ろ百分

17.18% 
前者の樹高上 
長にﾡすろ百 
分率 867%

10.112±0.138

5.259±0.160

52.004±

246

9.484 ±0.225

5.193+0.159

54.761 ±2.123

242

稲郵価
0.628 ±

0 087cm 
前者に野す 
る百分率

6.62% 
前者の樹高生 
長にﾡするろ百 
分 1.822%

10.140士0.244

5.071 ±0.173

50.006±2.120

196

9.974 ±0.274

5.631 ±0.194

56.448±3.181

192

稲野価
0.166 ±

0.030cm 
前者にﾡす 
る百分率

1.662% 
前者の樹高生 
長にﾡする百 
分特 0.37%

紹野価
2.638士

0.002cm 
前者に劉す 
ろ百分率

19.45% 
j 者の樹高生 
以に雪する百 
分率 4.54%

14.881+0213

6.736±0.207

45.268 ±1.651

241

13.781 ±0.291

6.691 ±0.201

48.548+1.813

240

和野価
1.100士

O.OO2cm 
前者に劉す 
る百分

7 OQo/ 
前者の協面 

長に到する百 
分 2.282%

15.579 ±0.335

6.922+0.275

44.428± 1.797

194

14.533+0.342

7.011 ±0.242

48.241 ±2.015

191

稲到価
1.046士

0.007cm 
前者に到す 
ろ百分ﾡ

7.20% 
前者の樹高生 
長に到する百 
分 1.762%

経到価
2233士

0.031 cm 
前者に劉す 
ろ 百分率

10.35% 
前 者の樹高生 

にﾡする百
分 2.802%

22.202 士 0.402

8 870+ 0.285

39.951 + 1.472

221

21.203+0.461

10.409± 0.326

43.914± 1.619

232

稲野価
1.099士

0.059cm 
前者にﾡす 
る百分

5.18% 
前者の樹生 
長に到する百 
分 1.582%

23.253±0.430

8.585±0.304

32.354 ±1.261

181

22.661 ±0.476

9.517± 0.337

41.997土1.708

186

稲ﾡ価
1.692士

0.036cm 
前者にﾡす 
る百分

3.05% 
前者の樹高生 
長にﾡする百 
分 0.84%

紹到価
1.903士

0.012cm 
前イに野す 
る可分ﾡ

5.92% 
前者の樹高生 
Kに對する百 
分率 1.702%

32.457+ 0.463

10.456+

32.215±1.103

232

31.463±0.491

11.157±0.347

35.461 ±1.234

235

和野価
0.994土

0.048cm 
前者に野す 
る百分率

3.16% 
前者の樹高生 
長に到する百 
分 0.98%

33.279士0.533

10.767土

32.354+1.244

186

32.079± 0.630

10.652± 0.375

33.206+1.290

184

稲ﾡ価
1.2C0土

0.003cm 
前者に到す 
ろ百分率

3.742% 
前者の樹高年 

長に到する百 
分率 1.05%
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第3表 被 ﾡ 別 ト ド マジ植 栽木の 肥 太 生 長 量

-型 所

T
査 \ 要\ 作

伝 型

林 外 阪

20～29cm 30～39cm

無ﾡ種 ﾡﾡと 無破 
覆との差 被 覆 無 被 ﾡ

算術不均 値 
(cm) 

概消偏 
(ca) 

ﾡ呉係ﾡ

木 ﾡ

4.498士0.042

0.967 +0.030

21.503+ 0.683

246

3.973士0.039

0.901 ±0.028

22.667±0.730

242

昭到価
0.595士

0.003mm 
前者にﾡす 
る百分準

13.214%

4.324±0.030

0.891 ±0.030

20.595± 0.733

195

4.225±0.042

O877土0.030

20.767 ±0.737

196

術不均価 
(cm) 

標準偏苦 
(cm) 

ﾡ発係ﾡ

木 数

5.264+0.046

1.068+0.033

20.282+0.644

244

4.969 ±0.046

1.045士0.032

21,037± 0.676

240

紹到価
0.295土

0.0006mm 
前者に到す 
る百分

5940%

5.492±0.055

1.142±0.045

20.798 ±0.742

194

5.090士0.057

1.151+0040

22.609 ±0.832

185

ﾡ 術 平 均 値 
(cm)

標準偏差 
(cm) 

變異係期

木 数

6.636+0.085

1.956 士 0.060

29.476士0.979

242

6.414 ±0.084

1.894+0.059

29.530+1.002

232

発野価
0.222土

0.0009mm 
前者に到す 
ろ 百分率

3.461%

6.668± 0.087

1.742± 0.061

26.125±1.044

184

6.310+0091

1.832+0.064

29.032土1.108

184

術不均 価 
(cm) 

標 準 偏 ※ 
(Cm1) 

ﾡ異係数

7.672±0.079

1.791 ±0.056

23.341+0.769

236

7.422士 0.074

1.680 ±0.053

22.633±0.744

232

ﾡ到価
0.250士

0.0042mm 
前者にﾡす 
る百分率

3.3682%

7.921 ±0.076

1.711 ±0.054

2.160±0.794

184

7.653+0.083

・ 1.646+0.058

21.508士0.797

181

林 內

20～29cm 30～39cm

独ﾡと無裂 
福との差

無被覆
との送

被 覆 無ﾡ孤 ﾡﾡ と 無被 
種との差

幽他
0099士
0,0119mm 

前者にﾡす 
ろ分率

2.343%

4.453± 0.040

0.918 ±0.028

20.614 ±0.653

246

4.163 ±0.040

0.922+0.028

22.149±0.712

242

報到価
0.290士

O.C003mm 
前者に到す 
ろ 百分

6.966%

4.584±0.045 

0.934+0.032

19.281 ±0.631

196

4,055+0.c48

0.979±0.034

24.139 ±0.378

192

報野価
0.529士

0.0026mm 
前者にﾡす 
る百分率

3.046%

■

0.401 士
0.0018mm 

韵相二對す 
る百分率

1.877%

5.235x0.048

1.101 ±0.034

21.039+0.674

241

5.055 ±0.047

1.084+0.033

21.438+0.690

240

稲到価
0.177士

0.0007mm 
前者に判す 
ろ 百分

3.501%

5.291 ±0.056

1.158士0.046

21.887土0.785

194

5.117土0.049

1.007± 0.035

19.672± 0.705

191

稲到価
0.174士

0.0070mm 
前者にﾡす 
る百分ﾡ

3.400%

相W旗
, 0.358士

0.0045mm 
前に劉す 
ろ 百分

5.674%

6.767 + 0.077

1.692±0.054

25.004±6.851

221

6.622士0.078

1.766 ±0.055

26.667+0.895

232

稲野価
0.145土

0.0013mm 
前者に当す 
る百分

2.190%

6.789+0.091

1.820±0.064

26.808 ±1.016

181

6.688+0084

1.690± 0.059

23.511 ±0.866

186

稲到価 
0.101 ±

O.0077m 
前者にす 
る百分

1.510%

絶對値
0.268士

0.0065mm 
前者に劉す 
ろ百分率

3.502%

7.474 ±0.079

1.778土0.056

23.788±0.786

232

7.441 ±0.030

1.829士0.055

24.579土0.810

235

稲到価
0.033士

0.0016mm 
前者にﾡす 
る百分率

0.443%

7.626 ±0.083

1.678 ±0.059

22.004+0.806

186

7.507±0.085

1.713土0.060

22.820± 0.843

184

稲書証
0.119士

0.0020mm
前者に当す 
ろ百分

1.585%

第4表 上伸生長と 肥 太 生長との 相 關 比

、所 林 外
調 ﾡ 稲 

査4作
度 、ー型

20～29cm 30～39cm

被 覆 無 被 覆 被 覆

ﾡﾡ後1年 目

ﾡ裁後24 目

ﾡ裁後3年 目・

ﾡ裁後4年 目

0.609+0.028

0.695± 0.023

0.713±0.022

0.677± 0.025

0.583 ±0.030

0.698± 0.023

0.709± 0.023

0.628± 0.028

0.565士0.034

0.642±0.030

0.649± 0.030

0.646±0.030

林内ﾡ

2C～29cm 3C～39cm

無被覆 被 覆 無被覆 無ﾡ覆

0.554±0.035 

0.735± 0.024 

0.665士0.030 

0.695± 0.025

0.563+0.031

0.772±0.018

0.695± 0.025

0.614 + 0.029

0.575±0.030

0.679 ±0.025

0.693 ±0.024

0.640±0.027

0.617± 0.035

0.701 ±0.026

0.656土0.030

0.686+0.028

0.638士0.030

Q.728士0.024

0.645±0.030

0.667± 0.029
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第6表 被 ﾡ 別トド ジ ﾡ救木

-、深 度(cm) 
ﾡ 別-- 0-5 6—11 12—17 18-23

第 1 次

無 ﾡ(A) 46 41 16 12

被 覆くB 47 41 19 17

計 93 82 35 29

CB-A) 1 0 3 5

P=A X 100
A 2.174 0 18.750 41.667

第 2 次

無 ﾡ(A) 1600 895 73 64

獲 覆(B) 1702 864 90 77

計 3302 1759 163 141

(B-A) 102 -31 17 13

B=A * 100 6.375 -3.464 23.288 20.313

第 3 次

無 被(A) 2828 1701 67 49

被 孤くB) 6686 1379 110 64

計 9514 3080 177 113

(B一A) 3858 -322 43 15

!A * 100 136.422 -18.930 64.179 30.612

第 4 次

の 根 系 調 査 表 (本数)

24—29 30—35 36-41 42-47 合 叶計

側 根

9 13 11 8 156

16 10 10 9 169

25 23 21 17 325

7 -3 -1 1 13

77.778 -23.077 -9.091 -12.500 8.333

側

26 41 32 13 2744

31 19 14 6 2803

57 60 46 19 5547

5 -22 -18 -7 59

19.231 -53.659 -56.250 -53.846 2.150

側 根

一 — — 一 4645

— 一 — — 8239

一 ・- -・ — 12884

— .— — 3594

— — — —— 77.376

側 根

無 ﾡ(A) 740 デ - —

被 覆cB) 2028 86 — —

計 2768 86 — —

(B-A) 1288 — 一

聖A * 100 174.054 — —

— — — 740

— — — — 2114

— — -・ — 2854

— — 一 — 1374

— — — — 1.8567568
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被覆別トド マ ッ植栽木第7ﾡ

ン 深 度(cm) 
T別 0—5 6-.11 12—17 18-23

第 1 次

無 ﾡ(A) 813.467 559.400 90.500 82.500

被 孤(B) 1222.87 721.938 375.000 145.000

計 — 一 一 —
(B一A) 408.538 162.588 284.500 62.500

B-A X 1CQ 50.222 29.C65 314.365 75.753

第 2 次

無 彼(A) 7662.665 3544.952 148.746 125.413

被 覆(B) 8135.150 4384.692 769.978 518.489

計 — — -・ 一

(B一A) 472.485 840.038 621.232 397.076

P一A * 100 6.166 23.696 417.546 312.627

第 3 次

無 被(A) 3642.134 2891.130 46.249 27.499

彼 ﾡ(B) 9340.966 4182.670 75.982 44.998

計 — — — —
(B一A) 6198.832 1291.540 29.733 17.499

A X 100 170.198 44.673 64.289 63.635

第 4 次

舞 ﾡ(A) 646.635 — — —

被 覆、B) 1208.103 73.996 — —
計 — 一 一 —

(B一A) 561.468 — —

AP X 100 86.829 — 一 —

の 根 系 調 査 表 (全長)

24-29 30-35 36-41 42—47 合 計

側

45.0C0 52.500 65.000 32.500 1740.869

100.000 50.C00 22.000 23.000 2658.995

— — — — 一

55.000 -25.000 -43.000 -9.500 918.126

12.222 -4.762 -66.154 -29.231 52.740

側

65.416 102.600 80.100 33.750 11763.642

77.500 47.500 34.000 15.000 13981.607

— — -・ — —

12.084 -55.100 -46.100 18.650 2217965

18.473 -53.704 -57.553 -55.556 18.854

側 根

—

— —

6607.012

14144.616

7537.304

1.1403491

側 根

— — 646.635

— 一 — — 1282.099

— ・- ・- — ・

— ・ - — 一 635.464

一 — — — 98.272
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第9表 合水量の季節的ﾡ化 (it2%)

\\ お 
居別(Cm)

植 穴 内 植 外

毎夜ﾡ
(A) A-B ^頑"*100 毎覆証 

(B
被覆 

(A)
A—B A"*100

5 月

0— 5 37.49 34.42 -3.07 -8.19 35.22 34.98 -0.24 -0.68

10—15 34.32 36.67 2.35 6.85 36,45 36.58 0.13 0.36

20-25 37.43 38.34 0.91 2.43 35.94 36.47 0.53 1.47

6 月

0— 5 22.554 33.737 11.183 49.58 26.77 29.16 2.39 8.93

10—15 30.978 34.058 3.080 9.94 29.75 32.37 2.62 8.81

20-25 32.024 36.242 4.218 13.17 32.67 33.46 0.79 2.42

7 月

0— 5 30.77 36.03 5.26 17.09 30.69 34.81 4.12 13.42

10—15 30.48 33.57 3.09 10.14 31.07 33.84 2.77 8 92

20—25 33 69 34.02 0.33 0.83 26.34 32.45 6.11 23.20

8 月

0- 5 44.44 32.47 -11.97 -26.94 41.75 36.96 -4.79 -11.47

10-15 43.85 40.85 - 3.00 - 6.84 45.11 42.02 -3.09 -6.85

20—25 508つ 51.57 0.77 1.52 47.62 48.48 0.86 1.81

9 月

0- 5 37.38 32.54 -14.84 -31.32 45.57 33.96 -6.61 -14.51

10—15 46.35 38.37 - 7.93 -17.22 47.92 41.45 -6.47 -13.50

20—25 54.70 44.44 -10.26 -18.76 53.64 48.75 -4.89 - 9.12

10 月

5 51.27 39.31 -11.96 -23.33 46.89 41.55 -5.34 -11.39

10—15 40.44 43.78 3.34 8.26 49.82 46.58 -3.24 - 6.50

20—25 61.43 62.86 1.43 2.33 57.67 54.39 -328 - 5.69

第10麦 有効水分の季節的發化

ノ
\〜内外 

で。

(cm) .

植 穴 内 植 穴 外 植 穴 内 植 穴 外

無被覆 被覆 ﾡ 覆 無破ﾡ 獲 紙

5 月 6 月

0- 5 18.07 17.81 20.11 21.14 12.13 17.13 11.66 15.32

10——-15 17.37 19.89 22.81 21.92 14.03 17.23 16.11 17.71

20—-z5 14.68 16.42 16.68 15.50 9.27 14.32 13.41 12.49

30——35 9.93 12.24 10.82 12.94 13.84 4.73 11.48 9.74

7 月 8 月

o —— 5 15.35 19.42 15.58 20.97 29.02 15.86 26.64 23.12

10--15 13.53 16.79 17.43 19.18 26.90 30.07 31.47 27.36

o0 _oF 10.94 12.10 7.08 11.48 28 05 22.84 28.36 27.51

30——35 0.45 8.04 2.57 8.22 7.70 16.90 15.56 21.28

9 月 10 月

o —— 5 31.96 15.93 30.46 25.12 35.85 22.70 31.78 27.71

10 -15 29 40 21 59 26 79 27.00 31.92

on -25 31 95 22.52 27 78 ' 33.68 26 94 33.42

30 ——-35 28.60 21.83 28.21 27.60 27.05 21.91 31.58 33.54

第12表 枝條の被覆別 灼熱損失最 (乾土中%)

ベ内外 植 穴 内 植 穴 外

無被覆 被 孤 無被覆 被 孤

0——5 5.57 8.51 6.29 7.87

10——15 5.11 6.72 5.47 6.23

20-------25 3.18 4.81 3.73 3.82

30------ 35 2.06 2,22 1.91 2.39

40——45 1.08 1.18 1.19 1.07
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